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横
浜
市
環
境
創
造
局
長
の
遠

藤
賢
也
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年

４
月
に
横
浜
市
の
環
境
行
政
の

中
心
を
担
う
局
の
長
と
な
り
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
邁
進

し
て
お
り
ま
す
。
か
け
が
え
の

な
い
環
境
を
未
来
に
引
き
継
ぐ

た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
市
民
や

事
業
者
の
皆
様
と
連
携
し
て
進

め
て
き
た
、
花
と
緑
に
あ
ふ
れ

る
環
境
先
進
都
市
の
実
現
に
向

け
た
取
組
を
一
層
押
し
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

横
浜
市
造
園
協
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
横
浜
市
の

都
市
の
価
値
を
高
め
る
、
質
の

高
い
緑
の
創
出
や
維
持
管
理
に

多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

近
年
は
、
大
型
台
風
や
局
地

的
な
大
雨
に
よ
る
未
曾
有
の
風

水
害
が
多
発
し
て
お
り
、
今
年

も
日
本
全
国
で
様
々
な
災
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
令
和

元
年
度
に
立
て
続
け
に
上
陸
し

た
台
風
15
号
、
19
号
に
よ
る
被

害
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
協
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
昼
夜
問
わ
ず
緊
急
対

応
に
あ
た
っ
て
頂
い
た
ほ
か
、

迅
速
な
復
旧
作
業
等
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
改
め
て
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、今
年
度
の
上
半
期
は
、

公
園
新
設
・
再
整
備
に
つ
い
て

二
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
が
あ
り
ま
し

た
。
本
年
７
月
26
日
に
は
、
本

牧
市
民
公
園
内
に
あ
る
「
上
海

横
浜
友
好
園
」
の
老
朽
化
に
伴

う
改
修
工
事
が
完
了
し
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
今
回
の
改
修
で
は
、
橋
の

耐
震
補
強
、
建
築
物
や
門
、
塀

の
解
体
復
元
や
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
主
屋
で
あ
る
「
玉

蘭
庁
」
で
は
解
説
等
の
展
示
や

休
憩
用
の
テ
ー
ブ
ル
等
を
設
置

し
、
本
牧
市
民
公
園
に
お
け
る

新
た
な
魅
力
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
続
い
て
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
規
模
縮

小
や
中
止
、施
設
の
閉
鎖
な
ど
、

市
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
へ

大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
人
々
の
行
動
が
大
き
く
制

限
さ
れ
た
一
方
、
身
近
な
緑
や

公
園
の
価
値
が
改
め
て
高
ま
っ

て
お
り
、
市
民
の
安
ら
ぎ
や
憩

い
の
場
と
し
て
大
変
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
、
緑
や
公
園

が
良
好
に
保
た
れ
、
市
民
が
安

心
し
て
利
用
で
き
て
い
る
こ
と

は
、
ひ
と
え
に
協
会
の
皆
様
の

ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

一
年
延
期
と
な
っ
た
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
９
月
に
終
了

し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
無
観

客
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
野

球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が
、

横
浜
国
際
総
合
競
技
場
で
は
男

子
・
女
子
サ
ッ
カ
ー
競
技
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
協
会
の
皆
様
に

は
、
各
会
場
の
周
辺
エ
リ
ア
等

に
お
い
て
、
植
栽
・
修
景
に
関

す
る
高
い
技
術
力
に
よ
っ
て
、

色
と
り
ど
り
の
花
壇
や
潤
い
あ

る
街
路
空
間
を
創
出
し
て
い
た

だ
き
、
大
会
の
成
功
に
花
を
添

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
試

合
会
場
の
整
備
の
み
な
ら
ず
、

様
々
な
か
た
ち
で
大
会
運
営
、

機
運
醸
成
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

「
ガ
ー
デ
ン
ネ
ッ
ク
レ
ス
横
浜
」

で
は
、
協
会
の
皆
様
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
企
業
・
市
民
の

方
々
と
の
連
携
に
よ
り
、
徹
底

し
た
感
染
症
対
策
の
も
と
、
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

み
な
と
エ
リ
ア
で
は
、
山
下
公

園
や
日
本
大
通
り
な
ど
に
お
い

て
、
多
く
の
方
に
花
や
緑
で
彩

ら
れ
た
横
浜
ら
し
い
風
景
を
お

楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
春
の
里
山
ガ
ー
デ
ン

フ
ェ
ス
タ
で
は
過
去
最
多
と
な

る
約
17
万
人
も
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。
秋
の
里
山

ガ
ー
デ
ン
は
、緊
急
事
態
宣
言
の

延
長
を
受
け
、や
む
な
く
中
止
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

ま
た
、本
年
７
月
30
日
に
は
、

米
軍
の
貯
油
施
設
跡
地
に
、
複

合
遊
具
や
健
康
遊
具
、
ト
イ
レ

等
を
整
備
し
、
小
柴
自
然
公
園

の
第
一
期
エ
リ
ア
の
一
部
を
公

開
し
、
地
域
の
方
々
に
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。
全
面
開
園
は
令
和

14
年
（
２
０
３
２
年
）
を
予
定

し
て
お
り
、
今
後
も
計
画
的
に

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
協
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
引
き
続
き
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ガ
ー
デ
ン
ネ
ッ
ク
レ
ス
横
浜

公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ

ン
ネ
ル
や
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ

ａ
ｍ
で
花
壇
の
様
子
な
ど
を

発
信
し
、
市
民
だ
け
で
な
く

多
く
の
皆
様
に
気
軽
に
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
横
浜
の
花
と
緑

の
魅
力
を
、
様
々
な
手
法
を

取
り
入
れ
て
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

緑
や
公
園
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
改
め
て
見
直
さ
れ
た
「
心
身

の
健
康
を
保
つ
」
と
い
う
役
割

に
加
え
、
ま
ち
の
賑
わ
い
や
活

力
の
創
出
、
環
境
保
全
、
防
災
・

減
災
と
い
っ
た
多
様
な
機
能
が

あ
り
、
都
市
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
適
切
な

維
持
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、

一
層
の
利
活
用
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

利
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
優

れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ア
イ
デ
ア
を

持
っ
た
多
様
な
主
体
と
こ
れ
ま

で
以
上
に
連
携
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。そ
こ
で
、環
境
創
造
局

で
は
、
令
和
元
年
度
に
「
公
園

に
お
け
る
公
民
連
携
に
関
す
る

基
本
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

基
本
方
針
で
は
、
こ
れ
か
ら

の
公
園
行
政
に
お
い
て
公
園
経

営
の
視
点
を
持
ち
、「
利
用
者

の
満
足
度
向
上
」
と
「
維
持
・

管
理
の
効
率
性
向
上
」
を
目
指

し
て
い
く
こ
と
や
、
公
民
連
携

の
基
本
理
念
と
し
て
、
多
様
な

主
体
間
の
連
携
に
よ
る
公
園
の

魅
力
ア
ッ
プ
等
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
今
後
、
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
公
民
連
携
の
取
組
を
進
め

る
こ
と
で
、
公
園
の
魅
力
ア
ッ

プ
に
よ
る
市
民
生
活
の
質
的
向

上
と
都
市
の
持
続
可
能
な
成
長

に
つ
な
げ
、
更
に
は
「
公
園
か

ら
」
横
浜
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
向

上
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

旧
上
瀬
谷
通
信
施
設
に
お
い

て
開
催
さ
れ
る
国
際
園
芸
博
覧

会
は
、
国
際
園
芸
家
協
会
（
Ａ

Ｉ
Ｐ
Ｈ
）
の
承
認
及
び
博
覧
会

国
際
事
務
局
（
Ｂ
Ｉ
Ｅ
）
の
認

定
を
受
け
て
開
催
さ
れ
る
Ａ
１

（
最
高
ク
ラ
ス
）
の
国
際
的
な

博
覧
会
で
あ
り
、
国
内
で
は
１

９
９
０
年
に
大
阪
で
開
催
さ
れ

た「
国
際
花
と
緑
の
博
覧
会（
花

の
万
博
）」
以
来
と
な
り
ま
す
。

横
浜
市
と
し
て
も
、
国
際
園

芸
博
覧
会
の
レ
ガ
シ
ー
を
継
承

す
る
「（
仮
称
）
旧
上
瀬
谷
通

信
施
設
公
園
」
の
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
ガ
ー

デ
ン
ネ
ッ
ク
レ
ス
横
浜
」
な
ど

を
通
じ
て
機
運
醸
成
を
図
り
つ

つ
、
引
き
続
き
農
林
水
産
省
や

国
土
交
通
省
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
機
関
等
と
連
携
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

協
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
公
園
整
備
を
は
じ
め
、

博
覧
会
の
開
催
等
に
お
い
て
、

そ
の
高
い
技
術
力
を
遺
憾
な
く

発
揮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
市
民
・
事
業
者
の
皆
様
と

守
り
育
ん
で
き
た
緑
や
公
園

は
、
人
々
の
生
活
に
安
ら
ぎ
を

も
た
ら
し
、
ま
ち
に
潤
い
と
活

気
を
生
む
、
か
け
が
え
の
な
い

財
産
で
す
。
こ
れ
ら
貴
重
な
財

産
を
次
世
代
に
継
承
す
る
と
と

も
に
、
花
や
緑
に
よ
る
新
た
な

都
市
の
魅
力
を
創
出
し
て
い
く

た
め
に
は
、
協
会
の
皆
様
の
お

力
添
え
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
引

き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

は
じ
め
に

横
浜
の
魅
力
向
上
と

国
際
園
芸
博
覧
会
の
開
催
に
向
け
て

横
浜
市
環
境
創
造
局
長
　
遠
藤
　
賢
也

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

緑
や
公
園

横
浜
の
魅
力
向
上
に

向
け
て

国
際
園
芸
博
覧
会
に

向
け
て

【略　歴】
平成４年４月　横浜市入庁
平成30年４月　環境創造局 下水道管路部長
令和２年４月　環境創造局 政策調整部長
令和３年４月　環境創造局長

上海横浜友好園（本牧市民公園内）

国際園芸博覧会　イメージ図　
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課
長　

佐
藤
智
也
様

ガ
ー
デ
ン
ネ
ッ
ク
レ
ス
横
浜

２
０
２
１

み
ど
り
ア
ッ
プ
計
画
に
お
け
る

助
成
事
業
等
の
取
組

み
ど
り
ア
ッ
プ
推
進
課
担
当
課

長　

小
田
嶋
鉄
朗
様

出
席
者　
44
名

　

４
月
15
日
メ
ル
ヴ
ェ
ー
ユ
に

お
い
て
令
和
３
年
度
横
浜
市
環

境
創
造
局
事
業
概
要
等
説
明
会

を
開
催
し
た
。

環
境
創
造
局
挨
拶

み
ど
り
ア
ッ
プ
推
進
担
当
理
事

　

橋
本
健
様

環
境
創
造
局
予
算
概
要

み
ど
り
ア
ッ
プ
推
進
課
長

　

坂
井
和
洋
様

国
際
園
芸
博
覧
会
に
向
け
た
取

組
と
予
算
概
要

都
市
整
備
局
国
際
園
芸
博
覧
会

推
進
部
長　

工
藤
哲
史
様

旧
上
瀬
谷
通
信
施
設
跡
地
公
園

に
つ
い
て

公
園
緑
地
整
備
課
上
瀬
谷
担
当

　

５
月
26
日
メ
ル
ヴ
ェ
ー
ユ
に

お
い
て
第
44
回
通
常
総
会
を
開

催
。
左
記
議
案
に
つ
い
て
審
議

し
全
て
承
認
さ
れ
た
。

《
承
認
事
項
》

第
１
号
議
案

令
和
２
年
度
事
業
報
告
（
案
）

の
件

第
２
号
議
案

令
和
２
年
度
決
算
報
告
（
案
）

の
件

第
３
号
議
案

令
和
３
・
４
年
度
会
費
基
準

（
案
）
の
件

第
４
号
議
案

令
和
３
・
４
年
度
役
員
改
選

（
案
）
の
件

《
報
告
事
項
》

第
１
号

横
浜
市
で
は
、
旧
上
瀬
谷
通

信
施
設
（
旭
区
・
瀬
谷
区
）
に

お
い
て
、２
０
２
７
年
に「
幸
せ

を
創
る
明
日
の
風
景
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
国
際
園
芸
博
覧
会

（
Ａ
１
ク
ラ
ス
）
を
開
催
す
る

た
め
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
農
林
水
産
省
及
び

国
土
交
通
省
は
、
国
際
園
芸
博

覧
会
の
計
画
案
に
つ
い
て
充
実

す
べ
き
事
項
等
を
検
討
、
助
言

す
る
た
め
に
有
識
者
か
ら
な
る

「
横
浜
国
際
園
芸
博
覧
会
具
体

化
検
討
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。

検
討
会
は
計
３
回
開
催
さ
れ
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
お
け

る
意
見
を
踏
ま
え
て
５
月
に
報

告
書
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。そ
の
後
、６
月
22
日
に
開
催

さ
れ
た
国
の
閣
議
に
お
い
て
、

Ｂ
Ｉ
Ｅ（
博
覧
会
国
際
事
務
局
）

へ
の
申
請
手
続
き
を
進
め
る
こ

と
等
が
了
解
さ
れ
ま
し
た
。

〈
閣
議
了
解
の
概
要
〉

①�

横
浜
市
に
お
け
る
国
際
園
芸

博
覧
会
を
２
０
２
７
年
に
開

催
す
る
こ
と
と
し
、Ｂ
Ｉ
Ｅ
へ

の
申
請
手
続
き
を
進
め
る
。

②�

開
催
申
請
を
行
う
に
あ
た
り
、

国
・
関
係
地
方
公
共
団
体
・
民

間
が
協
力
し
て
、
そ
の
準
備

を
進
め
る
も
の
と
し
、現
下
の

厳
し
い
財
政
事
情
を
踏
ま
え
、

以
下
の
方
針
を
確
認
す
る
。

・�

今
後
具
体
的
な
計
画
の
策
定

に
当
た
っ
て
は
、
国
際
園
芸

博
覧
会
と
し
て
適
正
な
規
模
・

質
と
し
つ
つ
、
費
用
の
観
点

か
ら
効
率
性
を
追
求
す
る
。

・�

会
場
建
設
費
は
、
国
と
地
方

自
治
体
と
民
間
が
１

：

１

：

１
の
割
合
で
負
担
す
る
。

・�

会
場
運
営
費
は
、適
正
な
入
場

料
の
設
定
等
に
よ
り
賄
う
。等

11
月
に
は
博
覧
会
の
準
備
及

び
開
催
運
営
等
を
行
う
「
一
般

社
団
法
人
２
０
２
７
年
国
際
園

芸
博
覧
会
協
会
」
が
設
立
さ
れ

ま
す
。

今
後
、
令
和
４
年
６
月
の
閣

議
決
定
・
Ｂ
Ｉ
Ｅ
申
請
を
目
指

し
、
協
会
・
国
と
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｈ
（
国
際
園

芸
家
協
会
）
の
博
覧
会
委
員
会

に
お
い
て
、
半
年
に
一
度
進
捗

報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。
10
月

19
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ

れ
た
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｈ
博
覧
会
委
員
会

で
は
、
前
回
（
２
０
２
１
年
３

月
）
か
ら
の
進
捗
と
し
て
会
場

計
画
や
コ
ン
テ
ン
ツ
案
の
検
討

状
況
等
に
つ
い
て
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
横
浜
市

の
記
者
発
表
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。広

報
Ｐ
Ｒ
の
取
組
で
は
、
推

進
ロ
ゴ
マ
ー
ク
Ｐ
Ｒ
事
業
に
10

月
現
在
51
社
の
方
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
８
月
か
ら

は
相
鉄
線
・
み
な
と
み
ら
い
線

の
駅
係
員
等
の
皆
さ
ん
が
、
推

進
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
バ
ッ
チ
を
つ

け
て
Ｐ
Ｒ
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
キ
リ
ン

ビ
ー
ル
株
式
会
社
・
キ
リ
ン
ビ

バ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社
か
ら
は
推

進
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
入
っ
た
国
際

園
芸
博
覧
会
応
援
デ
ザ
イ
ン
の

「
キ
リ
ン
一
番
搾
り
」
と
「
生

茶
デ
カ
フ
ェ
」
が
発
売
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
多
く
の
企

業
・
団
体
の
皆
様
に
名
刺
や
工

事
看
板
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
印
刷

し
て
い
た
だ
く
事
で
Ｐ
Ｒ
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

推
進
ロ
ゴ
マ
ー
ク
Ｐ
Ｒ
事
業
で

は
引
き
続
き
、
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
２
０
２
７
国
際
園

芸
博
覧
会
推
進
委
員
会
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

一
方
、
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
は
、
個
別
面
談
等
で

地
権
者
の
意
向
確
認
を
行
い
な

が
ら
、
農
業
振
興
ゾ
ー
ン
や
観

光
・
賑
わ
い
ゾ
ー
ン
等
の
具
体

的
な
土
地
利
用
に
つ
い
て
地
権

者
の
皆
様
と
検
討
を
進
め
る
と

と
も
に
、
都
市
計
画
や
環
境
影

響
評
価
の
手
続
を
進
め
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
地
権
者
の
皆

様
と
意
見
交
換
等
を
行
い
な
が

ら
、
土
地
利
用
の
検
討
を
深
度

化
し
、
令
和
４
年
度
の
工
事
着

手
を
目
指
し
、
地
権
者
の
合
意

形
成
等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

新
た
な
交
通
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
事
業
内
容
の
確
定
に
向

け
て
、
路
線
計
画
や
構
造
物
の

検
討
、
事
業
ス
キ
ー
ム
の
整
理

を
行
い
、
軌
道
法
の
特
許
申
請

に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。
周
辺
道
路
整
備
の
う
ち
、

八
王
子
街
道
に
つ
い
て
は
、
拡

幅
整
備
に
向
け
、
詳
細
設
計
及

び
用
地
取
得
に
向
け
た
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
瀬

谷
地
内
線
に
つ
い
て
は
、
詳
細

設
計
及
び
用
地
取
得
の
た
め
の

調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

国
際
園
芸
博
覧
会

推
進
事
業
の
取
組
状
況

土
地
区
画
整
理
事
業

（
ま
ち
づ
く
り
）
及
び

新
た
な
交
通
の
導
入
等

の
取
組
状
況

横
浜
市
都
市
整
備
局
上
瀬
谷
整
備
・
国
際
園
芸
博
覧
会
推
進
室

第
44
回
通
常
総
会
を
開
催

令
和
３
年
度　
横
浜
市
環
境
創
造
局

事
業
概
要
等
説
明
会
を
開
催

橋本みどりアップ理事ご挨拶 令和３・４年度　役員曽我室長ご講演

令和３・４年度　役員名簿
役職名 氏　　名 事業所名
顧　　問 藤　巻　司　郎 藤 造園建設㈱
相 談 役 生 駒 隆 一 生駒造園土木㈱
会　　長 田 澤 重 幸 ㈱田澤園
副 会 長 矢　部　　　均 ㈱三橋緑化興業
〃 藤　巻　慎　司 藤 造園建設㈱

専務理事 上　原　啓　史 事務局
理　　事 坂　田　　　宏 ㈱サカタのタネ
〃 田　口　英　明 田口園芸㈱
〃 永　吉　克　哲 ㈱永吉緑化
〃 粟飯原　吉　伸 ㈱濱田園
〃 渡 邊 秀 一 横浜植木㈱
〃 土　志　田　淳 横浜庭苑㈱
〃 樋 熊 浩 明 横浜緑地㈱

〃 山　田　裕　之 ㈱ワールドグリーン
メンテナンス

監　　事 石　井　直　樹 石井造園㈱
〃 秋　山　みどり 冨士造園㈱

令
和
３
年
度
事
業
計
画

の
件

第
２
号

令
和
３
年
度
収
支
予
算

の
件

退
任
監
事　

吉
田
直
治

就
任
監
事　

秋
山
み
ど
り

　

総
会
終
了
後
、「
２
０�

２
７
横
浜
国
際
園
芸
博

覧
会
の
取
組
状
況
に
つ

い
て
」
横
浜
市
都
市
整

備
局
上
瀬
谷
整
備
・
国

際
園
芸
博
覧
会
推
進
室

長　

曽
我
幸
治
様
か
ら

ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、「
ハ
マ
の
緑

を
育
む
つ
ど
い
」
に
つ

い
て
は
開
催
を
見
送
っ

た
。

令和３・４年度　各委員会組織表（順不同）
委員会 担当理事 委員長 副委員長 委　　員

総　　務 樋熊浩明 杉本健一
高橋　卓
村田典生
北村善輝
小菅勇一

生駒　順・佐藤幸樹・真田達夫
斉藤正昭・相澤正章

技　　術 山田裕之 石黒　毅 笠原和弘 青木洋一・間渕武志・村形竜一
岸　聡志・吉田貴司・石田力也

安　　全 永吉克哲 小山田照蔵 根岸成年
藤白幸一

小原邦和・髙木憲夫・牧野幸太
福岡栄治・倉本　潤・瀧川佳広
相澤　剛・植草唯一

緑の諮問 土志田淳 越川雅彦 生駒武則
佐々木伸

小林新一・相澤升平・田野井章
荒井隆佑・鍵和田大輔

特　　別
（国際園芸
博覧会）

藤巻慎司 越川雅彦 渡邊秀一
生駒武則

坂田　宏・田口英明・永吉克哲
粟飯原吉伸・土志田淳
樋熊浩明・山田裕之・小林新一
相澤升平・田野井章・荒井隆佑
鍵和田大輔・佐々木伸

⼟地利⽤ゾーン図

新新たたなな交交通通
（（新新交交通通シシスステテムム））

五五貫貫目目第第3333号号線線
((八八王王子子街街道道))

瀬瀬谷谷地地内内線線

物物流流ゾゾーーンン

観観光光・・賑賑わわいい
ゾゾーーンン

農農業業
振振興興

ゾゾーーンン

公公園園・・防防災災ゾゾーーンン
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実
施
日
時
：
７
月
14
日

実
施
案
件
：�

公
園
維
持
業
務
委

託
（
旭
区
）

街
路
樹
維
持
業
務
委
託
（
金
沢

区
・
栄
区
・
都
筑
区
）

実
施
結
果��

優
良
事
項

・�

飲
料
水
以
外
の
ク
ー
ル
ダ
ウ

ン
用
の
水
が
確
保
さ
れ
て
い

た
。

・�
携
帯
し
て
い
る
薬
品
の
一
覧

表
が
あ
り
、
必
要
な
薬
品
で

不
足
が
あ
る
か
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

・�

バ
ッ
テ
リ
ー
式
の
機
械
を
使

用
し
て
い
た
。

・�

簡
易
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て

い
た
。

・�

新
規
入
場
者
教
育
終
了
シ
ー

ル
を
用
意
し
、
修
了
者
が
明

確
に
で
き
て
い
た
。

・�

Ｋ
Ｙ
シ
ー
ト
を
マ
グ
ネ
ッ
ト

で
車
体
に
張
り
出
し
、
進
捗

次
第
で
加
筆
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。

・�

高
木
剪
定
時
に
チ
ャ
ッ
プ
ス

を
着
用
し
て
い
た
。

軽
微
な
指
摘
事
項

・�

乗
用
作
業
機
械
の
輪
止
め
が

不
十
分
だ
っ
た
。�

・�

作
業
車
両
周
り
の
安
全
管
理

が
不
十
分
だ
っ
た
。

・�

使
用
し
て
い
な
い
（
終
わ
っ

た
）
草
刈
り
機
が
カ
バ
ー
せ

ず
に
置
か
れ
て
い
た
。

・�

規
制
帯
か
ら
出
て
作
業
を
し

て
い
た
。

・�
ガ
ソ
リ
ン
の
携
行
缶
が
閉
め

切
っ
た
作
業
車
両
の
車
内
に

置
か
れ
て
い
た
。

総　

評　

・�

輪
止
め
の
設
置
に
つ
い
て

　

�

塵
芥
車
な
ど
作
業
車
両
及
び

乗
用
作
業
機
械
は
、作
業
時
・

停
車
時
・
平
地
・
傾
斜
地
に

係
ら
ず
輪
止
め
を
設
置
し
、

安
全
管
理
の
一
環
と
し
、
事

故
防
止
に
努
め
る
。

・�

作
業
機
械
な

ど
の
燃
料

（
ガ
ソ
リ
ン
、

混
合
油
）
の

保
管
・
取
り

扱
い
に
つ
い

て
は
必
ず
ガ

ソ
リ
ン
用
携

行
缶
を
使
用

す
る
。（
Ｕ

Ｎ
マ
ー
ク
等

の
国
際
基
準

品
）
ま
た
、

夏
場
の
気
温

上
昇
に
伴
い

直
射
日
光
の
当
た
る
場
所
な

ど
を
避
け
、
適
切
な
場
所
に

保
管
す
る
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
以
上
の
事

柄
に
つ
い
て
、
改
め
て
全
て
の

作
業
従
事
者
へ
周
知
を
お
願
い

し
た
い
。

■
優
秀
賞　

㈱
三
橋
緑
化
興
業　

藤
田　

信
一

㈱
み
や
し
た
園
芸　

辰
本　
　

正

㈱
き
た
む
ら
園　

北
村　

善
輝

㈱
ワ
ー
ル
ド
グ
リ
ー
ン
メ
ン
テ

ナ
ン
ス

橋
本　

喜
之

安
全
講
話　

横
浜
南
労
働
基
準
監
督
署
長　

　

河
野　

治
子
様

事
故
事
例
報
告　

横
浜
市
環
境
創
造
局　

技
術
監
理
課　

担
当
課
長　

　

大
窪　

和
人
様

安
全
対
策
講
習
会

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱

神
奈
川
総
支
社　

送
電
保
守
グ
ル
ー
プ　

保
守
リ
ー
ダ
ー

　

磯　

憲
一
郎
様

横
浜
中
制
御
所　

配
電
保
守
グ
ル
ー
プ　

保
守
リ
ー
ダ
ー

　

前
島　

浩
二
様

　

７
月
28
日　

メ
ル
ヴ
ェ
ー
ユ

に
て
令
和
３
年
度
労
働
安
全
衛

生
大
会
を
、
感
染
症
対
策
を
徹

底
し
開
催
し
た
。

ご
来
賓

横
浜
南
労
働
基
準
監
督
署
長　

　

河
野　

治
子
様

横
浜
市
環
境
創
造
局
長　

　

遠
藤　

賢
也
様

横
浜
市
道
路
局　

道
路
部
長　

　

山
浦　

善
宏
様

横
浜
市
財
政
局
公
共
施
設
・
事

業
調
整
室
長　

　

鈴
木　

健
一
様　

他　

９
名

出
席
者　
55
名
（
会
員
）

公
園
維
持
管
理
の
多
様
さ

公
園
緑
地
維
持
課
で
は
、
公

園
内
の
橋
や
ト
ン
ネ
ル
の
近
接

目
視
点
検
の
実
施
や
、
造
園
協

会
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

災
害
時
に
お
け
る
崖
の
点
検
の

業
務
に
携
わ
り
ま
し
た
。
改
め

て
、
公
園
の
維
持
管
理
の
多
様

さ
、
奥
深
さ
、
そ
こ
に
直
結
す

る
市
民
の
方
へ
の
安
全
安
心
の

重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

現
在
は
政
策
局
に
お
い
て
、
市

の
総
合
計
画
で
あ
る
中
期
計
画

の
業
務
等
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

横
浜
は
、
大
都
市
で
あ
り
な

が
ら
、
身
近
に
自
然
の
恵
み
を

享
受
で
き
る
都
市
で
あ
る
と
感

じ
ま
す
。
私
は
市
内
在
住
で
す

が
、
週
末
は
近
く
の
市
民
の
森

や
水
辺
を
散
策
し
四
季
の
移
ろ

い
を
感
じ
、
身
近
な
公
園
で
子

供
と
ボ
ー
ル
遊
び
や
虫
取
り
を

し
、
近
所
の
直
売
所
で
採
れ
た

て
の
野
菜
を
買
っ
て
帰
る
と
い

う
生
活
を
し
た
い
時
に
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
自
然
の
恵

み
を
遠
い
場
所
に
行
か
な
く
て

も
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
体
現

で
き
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
と
感
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
都
市
の
魅
力
を

さ
ら
に
高
め
て
、
誰
も
が
心
豊

か
に
暮
せ
る
横
浜
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
い
う
想
い
で
、
皆
様

と
一
緒
に
こ
れ
か
ら
も
仕
事
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

り
な
が
ら
、
調
査
し
た
こ
と
を

懐
か
し
く
感
じ
ま
す
。

横
浜
市
に
入
庁
し
て

横
浜
市
に
入
庁
し
て
か
ら

は
、
現
み
ど
り
ア
ッ
プ
推
進
課

で
開
発
時
の
提
供
公
園
や
緑
化

の
指
導
に
携
わ
り
ま
し
た
。
み

な
と
み
ら
い
の
土
地
区
画
整
理

事
業
の
最
後
の
提
供
公
園
で

あ
っ
た
、
高
島
水
際
線
公
園
の

協
議
で
は
、
潮
入
り
の
池
と
い

う
帷
子
川
の
水
を
引
き
入
れ
干

満
の
差
を
利
用
し
て
、
干
潟
環

境
を
再
生
す
る
と
い
う
内
容
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
旭
土
木
事
務
所
で

身
近
な
公
園
の
維
持
管
理
、
改

修
工
事
に
携
わ
り
ま
し
た
。
公

園
内
の
樹
林
地
の
維
持
管
理
に

対
し
、
保
全
管
理
計
画
を
立
て

て
、
愛
護
会
の
皆
様
と
笹
や
外

来
種
の
除
伐
作
業
を
行
い
、
そ

の
後
ス
ミ
レ
や
希
少
種
の
生
育

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
近

隣
の
方
か
ら
環
境
が
良
く
な
っ

た
と
言
わ
れ
た
経
験
は
、
都
市

に
お
け
る
樹
木
や
樹
林
地
管
理

の
大
変
さ
、
丁
寧
に
行
う
こ
と

の
必
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

下
に
お
い
て
、
身
近
な
自
然
を

守
り
、
創
っ
て
い
く
こ
と
は
、

我
々
の
生
活
を
ハ
ー
ド
面
か
ら

守
る
だ
け
で
な
く
、ソ
フ
ト
面
、

す
な
わ
ち
心
の
豊
か
さ
を
守
っ

て
い
く
上
で
も
非
常
に
重
要
だ

と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
、
身

近
な
自
然
を
相
手
に
仕
事
を
し

て
い
る
私
た
ち
造
園
に
携
わ
る

も
の
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

保
全
生
態
学
の
研
究

私
は
、
こ
ど
も
の
時
か
ら
動

物
が
好
き
で
、小
学
生
の
時
は
、

ム
サ
サ
ビ
の
観
察
を
し
に
関
東

近
郊
の
森
に
し
ば
し
ば
通
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
そ
れ
ら

の
野
生
動
物
や
生
き
物
を
守
る

に
は
、
そ
の
生
息
環
境
を
守
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
想
い
か

ら
、
大
学
院
で
は
保
全
生
態
学

の
研
究
室
で
、
湿
地
の
保
全
に

関
す
る
研
究
を
し
て
い
ま
し

た
。
茨
城
県
の
谷
戸
の
耕
作
放

棄
水
田
の
植
生
の
研
究
で
し
た

が
、
野
犬
に
追
い
か
け
ら
れ
た

り
、
マ
ム
シ
を
踏
み
そ
う
に
な

水辺に親しむ

市民の森で秋を感じる

身
近
な
自
然
の
恩
恵

私
が
好
き
な
動
物
写
真
家
の

星
野
道
夫
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ

に
、
身
近
な
自
然
と
奥
深
い
自

然
の
２
つ
の
自
然
が
あ
る
こ
と

が
人
に
と
っ
て
大
切
と
い
う
話

が
あ
り
ま
す
。
身
近
に
自
然
が

あ
る
こ
と
で
、
人
は
感
受
性
を

持
ち
合
わ
せ
、
奥
深
い
自
然
に

も
想
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き

る
、
そ
の
こ
と
は
人
間
の
暮
ら

し
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
存
在

で
あ
る
と
書
い
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
身
近
な
自
然
か

ら
受
け
る
恵
み
が
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
で
、
さ
ら
に
実
感
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
令

和
２
年
度
の
横
浜
市
の
市
民
意

識
調
査
で
、
今
後
の
横
浜
に
期

待
す
る
こ
と
の
第
２
位
が
「
豊

か
な
自
然
が
あ
る
」
で
し
た
。

私
自
身
も
昨
年
度
ま
で
在
籍
し

て
い
た
公
園
緑
地
維
持
課
で
、

市
内
の
公
園
や
緑
地
の
利
用
が

非
常
に
増
え
た
現
状
を
目
の
当

た
り
に
し
、
横
浜
市
造
園
協
会

の
皆
様
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
様
々
な
対
応
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
新
し
い
感
染

症
の
発
生
や
地
球
温
暖
化
に
よ

る
気
候
変
動
、
ま
た
そ
れ
に
伴

う
災
害
リ
ス
ク
の
増
加
な
ど
、

今
日
の
不
確
実
性
の
高
い
環
境

樹
木
に
魅
せ
ら
れ
て
（
第
41
回
）

横
浜
市
政
策
局
政
策
課
　
担
当
係
長

　
　

池 

上
　
佑 

里

暮
ら
し
の
中
に
あ
る
身
近
な
自
然

労
働
安
全
衛
生
大
会
を
開
催

委
託
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

安
全
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
最
優
先

み
ん
な
で
目
指
す
ゼ
ロ
災
害

東
都
造
園
㈱　
相
澤 

佳
奈
枝

令
和
３
年
度
最
優
秀
標
語
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︻
講
師
︼
大
胡
周
一
郎
氏

︻
対
象
者
︼

会
員
・
横
浜
市
職
員　

︻
参
加
者
︼

・
会　

員　
　
　

38
名

・
横
浜
市
職
員　

６
名

︻
実
施
内
容
︼

建
仁
寺
垣
作
成
実
習　

（
４
間
×
８
班　

計
32
間
作
成
）

　

横
浜
市
か
ら
当
協
会
へ
県
外

自
治
体
Ｐ
Ｒ
花
壇
の
出
展
に
つ

い
て
参
加
協
力
依
頼
が
あ
り
、

当
協
会
は
、
デ
ザ
イ
ン
を
会
員

か
ら
募
集
し
コ
ン
ペ
を
行
い
、

施
工
社
を
決
定
す
る
。

　

ま
た
、
今
回
か
ら
「
ガ
ー
デ

ン
ネ
ッ
ク
レ
ス
横
浜
」
と
２
０

２
７
年
開
催
の
「
横
浜
国
際
園

芸
博
覧
会
」
の
Ｐ
Ｒ
を
併
せ
た

共
同
出
展
と
な
る
た
め
、
区
画

面
積
も
従
来
に
比
べ
倍
の
50
㎡

と
な
り
、
フ
ェ
ア
を
引
き
立
つ

花
壇
を
設
置
す
る
。

　

２
０
２
２
年
３
月
19
日
か
ら

５
月
22
日
の
65
日
間
熊
本
市
内

の
３
つ
の
メ
イ
ン
会
場
と
、
県

内
全
て
の
市
町
村
が
パ
ー
ト

ナ
ー
会
場
と
な
り
「
第
38
回
全

国
都
市
緑
化
く
ま
も
と
フ
ェ

ア
」
が
開
催
さ
れ
る
。

横
浜
２
０
２
１
」
の
開
催
地
の

一
つ
で
あ
る
横
浜
公
園
内
彼
我

庭
園
に
お
い
て
、
造
園
技

術
伝
承
研
修
会
竹
垣
作
成

を
研
修
形
式
で
開
催
し
た
。

︻
日
程
︼
５
月
19
日
・
20
日

︻
会
場
︼

横
浜
公
園
内　

彼
我
庭
園

︻
共
催
者
︼

横
浜
市
環
境
創
造
局　

︻
趣
旨
・
目
的
︼

日
本
古
来
の
作
庭
技
術
の

ひ
と
つ
で
あ
る「
竹
垣（
建

仁
寺
垣
）」の
技
法
の
伝
承

　

３
月
27
日
か
ら
開
催
さ
れ
て

い
た
「
ガ
ー
デ
ン
ネ
ッ
ク
レ
ス

　

当
協
会
が
協
賛
し
て
い
る
「
よ
こ
は
ま
花

と
緑
の
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア
２
０
２
１　

花

壇
展
」
が
、
会
員
及
び
横
浜
農
業
協
同
組
合

に
出
展
の
ご
協
力
を
頂
き
４
月
９
日
～
５
月

５
日
の
27
日
間
、山
下
公
園
で
開
催
さ
れ
た
。

　

期
間
中
は
20
区
画
の
彩
り
豊
か
な
花
壇
が

山
下
公
園
を
訪
れ
る
人
々
を
出
迎
え
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
堆
肥

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
会
場
の
花
と
緑
の
園
芸
店
で
は
花

苗
を
販
売
し
た
。

　

花
壇
展
は
お
陰
様
で
今
回
58
回
目
を
迎
え

た
。

よ
こ
は
ま
花
と
緑
の
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア
２
０
２
１
「
花
壇
展
」

横
浜
市
造
園
技
術
交
流
会

「
造
園
技
術
伝
承
研
修
会
」

（
竹
垣
：
建
仁
寺
垣
）開
催

第第
3838
回
全
国
都
市
緑
化
く
ま
も
と
フ
ェ
ア

回
全
国
都
市
緑
化
く
ま
も
と
フ
ェ
ア

　
︻
出
展
社
︼

（
受
賞
社
を
除
く
）

㈱
牧
野
造
園
・
㈱
貝
塚
造

園
・
㈲
ウ
ィ
ス
テ
リ
ア
グ

リ
ー
ン
・
㈱
小
菅
造
園
・

㈱
春
峰
園
・
岩
崎
造
園
㈱
・

二
代
産
業
㈱
・
㈱
み
や
し

た
園
芸
・
三
和
造
園
土
木

㈱
・
㈱
福
岡
造
園
・
一
造

園
土
木
㈱
・
サ
カ
タ
の
タ

ネ
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

㈱
・
㈱
港
薬
品
造
園

【横浜市会議長賞】
横浜農業協同組合　「未来に向けて」

【（公財）横浜市緑の協会理事長賞】
【市民賞】
㈱濱田園 「希望」

【神奈川新聞社賞】
㈱植勘 「自然のめぐみ」

【みどりアップ奨励賞】
藤沢造園㈱ 「夢を信じて」

【横浜市長賞】
㈱田澤園 「里のかほり」

【横浜市環境創造局長賞】
横浜緑地㈱ 「みんなつながっている」

【（一社）横浜市造園協会会長賞】
㈲細野植産 「小人の家」

花と緑の園芸店


